
幅
広
い
入
居
支
援
事
業
で

住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
寄
り
添
う

　

お
か
や
ま
入
居
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
精
神
科
病
院

に
長
期
入
院
し
て
い
る
人
の
退
院
促
進
を
目
的
と
し
て
、

2
0
0
9
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
N
P
O
法
人
で
す
。
副
理

事
長
の
岩
田
弘
明
さ
ん
は
、
事
業
の
経
緯
を
こ
う
説
明
し

ま
す
。

　
「
精
神
科
病
院
に
長
く
入
院
し
て
い
る
と
、
退
院
し

た
く
て
も
ア
パ
ー
ト
等
の
保
証
人
が
見
つ
か
ら
な
い
と

い
う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
岡
山
市
に
働
き
か
け
て
、

N
P
O
で
も
保
証
人
に
な
れ
る
よ
う
に
、
条
例
を
制
定

し
て
も
ら
い
、
公
営
住
宅
へ
の
入
居
を
支
援
し
て
き
ま

し
た
。
金
銭
管
理
に
問
題
が
あ
れ
ば
成
年
後
見
人
を
つ

け
、
体
調
が
悪
化
し
た
場
合
に
発
見
で
き
る
体
制
を
つ

く
る
な
ど
、
入
居
後
の
サ
ポ
ー
ト
も
行
っ
て
き
ま
し

た
」

　

今
回
の
助
成
が
行
わ
れ
た
2
0
1
6
年
か
ら
2

 
0
 1 

9
年
ま
で
の
3
年
間
の
実
績
は
、
相
談
件
数
4
0
9
件
。

そ
の
う
ち
、
支
援
対
象
者
数
1
1
3
件
。
さ
ら
に
そ
の

中
か
ら
、新
規
入
居
支
援
に
発
展
し
、保
証
支
援
を
行
っ

た
数
43
件
。
公
営
住
宅
に
入
居
す
る
た
め
の
保
証
24
件

と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

緊
急
居
住
や
レ
ス
パ
イ
ト
、
若
年
自
立
支
援
の
場
所

と
し
て
シ
ェ
ル
タ
ー
運
営
も
行
い
、
3
年
間
で
19
名
が

利
用
し
ま
し
た
。

　

刑
務
所
か
ら
退
所
す
る
人
が
一
時
的
に
入
所
し
て
自

立
準
備
を
す
る
た
め
の
ホ
ー
ム
も
運
営
し
て
お
り
、
保

護
観
察
か
ら
の
依
頼
で
1
件
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
他
、
支
援
対
象
者
に
は
定
期
的
な
連
絡
や
訪
問
を

行
っ
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
な
ど
し
て
、
見
守

り
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

非
常
に
意
義
深
い
活
動
を
10
年
も
続
け
て
き
た
お
か

や
ま
入
居
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
が
、
赤
い
羽
根
福
祉
基

金
の
助
成
を
受
け
て
、さ
ら
に
活
動
の
幅
を
広
げ
ま
し
た
。

一
般
社
団
法
人
居
住
支
援
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

設
立

　

今
回
、
岩
田
さ
ん
が
一
番
の
成
果
だ
と
強
調
し
た
の

が
、全
国
的
居
住
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
事
業
で
す
。

お
か
や
ま
入
居
支
援
セ
ン
タ
ー

●	助成年度
	 2016 〜 2018年度

●	助 成 額

	 1年目	400万円	
	 2年目	950万円	
	 3年目	700万円
●	活動目的
住居の確保が困難な方々の入居
を支援するために、関係機関と
協力し、ネットワークを形成す
る。住居を確保するために、賃
貸住宅、自立準備ホーム、シェ
ルターづくりを進め、共同住居
モデルを通じ、居住支援や相互
見守りを行う。

特
定
非
営
利
活
動
法
人

居
住
支
援
活
動
を
発
展
さ
せ
、

全
国
的
な
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

地域福祉
部門

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
宅
が
な
い
人
を
支
援
し
、

全
国
に
あ
る
居
住
支
援
団
体
を
つ
な
ぐ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
あ
げ
ま
し
た
。

市内で増えている空き家
を活用した共同住宅確保
モデルの検討

活動報告6
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「
全
国
の
同
じ
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
団
体
と
な

か
な
か
繋
が
る
こ
と
が
で
き
ず
、
相
互
連
絡
や
情
報
交

換
を
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
ま
ま
で
い
ま
し
た
。
今
回

助
成
金
を
い
た
だ
い
た
こ
と
で
継
続
的
に
調
査
や
会
議

を
行
う
こ
と
が
で
き
、
2
年
目
に
一
般
社
団
法
人
居
住

支
援
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」

　

似
た
よ
う
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
団
体
が
多
く
、
支

援
の
方
法
を
共
有
す
る
の
に
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
非

常
に
有
意
義
で
必
要
な
も
の
だ
と
実
感
。
現
在
は
14
の

団
体
が
所
属
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
全
都
道
府
県
に
1

つ
く
ら
い
の
団
体
加
入
を
目
指
し
て
い
く
考
え
で
す
。

み
ん
な
が
集
ま
る
「
博
士
の
家
」

　生活困窮や単身高齢化などにより住まいの
問題が課題となるなかで、居住支援の社会的
な問題に光をあて、全国ネットワークをつく
り、国の政策に反映されて居住法人化の制度
につながったことは素晴らしいと思います。
　弁護士や社会福祉士、行政書士などの専門
家が「居住支援」という切り口で、それぞれ
の専門的知見を活かして支援につなげること
は、まさにネットワーク形成支援といえます。
さまざまな障壁がある問題に対して、地道に
活動を続けてきており、途絶えさせてはいけ
ない取り組みだと思います。今後、社会に対
してどうすべきかという提案をする取り組み
を期待します。

助成プログラム
評価会議委員コメント

おかやま入居支援センター
副理事長		岩田弘明さん

　

助
成
事
業
の
も
う
一
つ
の
大
き
な
成
果
と
し
て
、

2
0
1
9
年
2
月
3
日
に
共
同
住
宅
モ
デ
ル
「
博
士
の

家
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
「
こ
の
古
民
家
の
持
ち
主
だ
っ
た
方
が
医
科
大
学
の

教
授
で
、
博
士
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
だ
そ
う
で
す
。
お

孫
さ
ん
が
社
会
貢
献
の
た
め
に
使
っ
て
ほ
し
い
と
古
民

家
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
こ
う
名
付
け
ま
し

た
。
当
セ
ン
タ
ー
が
建
築
士
と
協
議
を
重
ね
て
改
修
し
、

子
ど
も
食
堂
や
地
域
の
サ
ロ
ン
と
し
て
開
放
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
市
内
に
増
え
て
い
る
空
き
家
を
改
修
す
る

な
ど
し
て
、
介
護
向
け
住
宅
や
未
成
年
者
の
共
同
生
活

用
住
宅
な
ど
、
共
同
住
宅
確
保
モ
デ
ル
事
業
を
さ
ら
に

展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　おかやま入居支援センターではこれまでな
かなか役員のなり手がいなかったのですが、
助成をいただいたこの3年間の大きな活動を
通じて、新たに社会福祉士に2人、理事とし
て入っていただくことができました。これは
本当にありがたいと感じています。
　また、国や地方自治体に様々な要望を出し
ていたことで、岡山県内で定期的に行政と話
をする場を設けていただくことができるよう
にもなりました。民法の改正に伴って全国の
自治体にて条例改正が行われるので、このタ
イミングを生かして、公営住宅の保証問題の
解決を何とか詰めていきたいと考えていると
ころです。
　今回の助成での一番大きな成果は、「一般
社団法人居住支援全国ネットワーク」を設立
することができたということです。今後は、
加入団体を増やし、このネットワークを全国
へ普及・発展させていきたいと思います。さ
らに、財政基盤の確保のためにも国レベルへ
の提言を行い、行政施策として政策に位置付
けてもらうことが必要になってくると思いま
す。

ネットワークを各地に 
広げていくことが今後の課題

担当者の
声

博士の家でみんなで庭づくり
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